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モーリシャスにおける華人社会の変容とポートルイスのチャイナタウンの地域的特色（山下）


































































モーリシャスはマダガスカル島の東約 900kmに位置する（図 1）。モーリシャスは 29 の島々




総人口 1,236,817 人のうち，モーリシャス島に 1,196,383 人（総人口の 96.7％），モーリシャス














































826,199 人のうち，ジェネラルが 236,867 人（総人口の 28.7％）であるのに対し，ヒンドゥー
教徒が 428,167 人（同 51.8％），イスラム教徒（Muslim）が 137,081 人（同 16.6％），華人が
24,084 人（同 2.9％）であり，インド系が総人口の 68.4％を占めた２）（寺谷，2003，2008）。台






（2014 年 2 月，筆者撮影）
モーリシャスにおける華人社会の変容とポートルイスのチャイナタウンの地域的特色（山下）
（ 911 ）  119
（Statistics Mauritius，2011 Housing and Populations）。まず宗教別構成をみると，ヒンドゥー






の使用者が 1.6％，タミル語のみの使用者が 1.5％，中国語のみの使用者が 1.0％，英語のみの











（グラン・ぺ近郊，2014 年 2 月，筆者撮影）
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英仏戦争の中， 1810 年，イギリスがモーリシャスを占領，1814 年のパリ条約により，正式
にイギリスの植民地になった。同島はフランスからイギリスへ譲渡され，モーリシャスと改名
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沙汰に発展した。両者は中国本土においても，先住の「本地人」と後来の客家人の間で衝突が
あり，その影響も受けていた。1906 年，最高裁判所の裁定により，広東人，客家人，福建人各













石獅子は，2011 年 12 月に中国の僑務弁公室が寄贈したものである。
（2014 年 2 月，筆者撮影）
写真 3　ポートルイス西郊，レ・サリール地区の関帝廟
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次に，華人の団体（社団）について検討する。まず，地縁的な団体では，仁和会館と南順会
館が代表的なものである。仁和会館（Heen Foh Lee Kwon Society）は， 1872 年に客家人によっ





















（Joseph River Street，2014 年 2 月，筆者撮影）
写真 5　仁和会館内の講堂
華人の体操教室が行われていた。
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徒は 20 人あまりであった。1941 年には，初級中学が併設され，校名を新華中学に改めた。









である。同紙は 1932 年に，「中華日報」として改組された。1926 年には「華僑商報」が創刊さ
れ，1953 年に「中国時報」（1946 年創刊）と合併し，「華僑時報」に改名された。1950 年代，「自
写真 6　南順会館
シャン・ド・マルス競馬場近くに位置し，赤色の廟である。
「1988 年　雲南公司建造」の碑がある。 （2014 年 2 月，筆者撮影）
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Anquetil Steet）で聞き取りを行った。「華僑時報」（China Times）は 1953 年 12 月 10 日の創
刊で，購読料は毎月 250 ルピー（1ルピー＝約 3.5 円）で，紙面の大きさは A3 判より若干大き








2014 年 2 月 18 日の発行版。（筆者撮影）
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している。丘主編（2012：9-14）によれば，アフリカの 53 ヵ国，華人人口，約 75 万人のうち
の 90％前後が改革開放後中国から海外に出た新華僑で，その多くは浙江，広東，福建などの省
の出身である。最多は南アフリカで約 30 万人，うち 10 万人は新華僑である。マダガスカル 6
万人（うち新華僑 1万人），ナイジェリア 5万人（うち新華僑 2,100 人），次がモーリシャス 4
万人で，うち新華僑は 1万人と推測している。
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Ⅲ．ポートルイスにおけるチャイナタウンの地域的特色
1．ポートルイスおよびチャイナタウンの周辺
2011 年の人口センサスでは，ポートルイスの人口は 118,431 人（同国人口の 9.6％）を有し，
モーリシャスの最大都市であり（Statistics Mauritius，2011 Housing and Populations），同
国の華人の最大の集住地域である。












写真 8　グラン・ベのショッピングセンター “Super U” の中の春節の飾り
（2014 年 2 月，筆者撮影）
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（2014 年 2 月，筆者撮影）
写真 10　ル・コーダン・ウォーターフロント・コンプレックス
（2014 年 2 月，筆者撮影）
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図 3　ポートルイス
チャイナタウンはロイヤル・ロード（Royal Road）周辺に形成されている。
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デリー・ストリート（Corderie Street），ルイス・パスツール・ストリート（Louis Pasteur 
Street），ジュマ・モスク・ストリート（Jummah Mosque Street），ジョセフ・リバ ・ーストリー
ト（Joseph River Street），エマニュエル・アンクティル・ストリート（Emmanuel Anquetil 









写真はQueen StreetとLouis Pasteur Street付近。
（2014 年 2 月，筆者撮影）
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（ワンタンメン）は 120 ルピー（約 630 円）であった。
写真 13　ロイヤル・ロードの牌楼
2基ある牌楼のうち，南側のもの。「唐人街　China Town」と書かれている。
（2014 年 2 月，筆者撮影）
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チャイナタウンは，商業面だけでなく，華人の居住地としての機能も重要である。広東の南
順人の南順会館によって建てられた 8階建ての南順世襲大厦（Nam Shun Society Building）





が特徴である（写真 15）。チャイナタウン内の主要な街路には，「Dr. Sun Yat Sen St. 中山街」６）
写真 14　ロイヤル・ロード沿いの第一飯店
写真右奥に牌楼（写真 13）がある。
（2014 年 2 月，筆者撮影）
写真 15　チャイナタウンのショップハウス
１階が店舗，２階は居住用になっている。
（2014 年 2 月，筆者撮影）
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Ⅳ．おわりに
























１）『理科年表　平成 26 年』（丸善出版，2014）によれば，モーリシャスの観測地点， Plaisance（標高
55m）の年平均気温は 23.9℃（1981~2010 年），年平均降水量は 1599.1mm（1982~2010 年）である。
２）CIA World Factbookは，モーリシャスのエスニック・コミュニティの構成について，インド系 68％ , 
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Transformation of the Chinese community in Mauritius and
the regional characteristics of the Port Louis Chinatown
Based on the author’s fieldwork in February 2014, this study considers the transformation of 
the Chinese community in Mauritius, and tries to clarify the regional characteristics of the Port 
Louis Chinatown.
In 1715, France occupied Mauritius and brought African slaves to work on the sugarcane 
plantations. Britain then occupied Mauritius, and with slavery abolished, put many Indian contract 
laborers to work on the sugarcane plantations. In contrast, the economic focal point of the 
Chinese immigrants was commercial.
Most Chinese who came to Mauritius, until 1860, were Hokkiens from Fujian Province, and 
Cantonese from the Pearl River Delta in Guangdong Province. Later, the number of Hakkas from 
the Meixian County increased to the point where they became the majority among the Chinese 
community in Mauritius.
Many Chinese in Mauritius can speak French Creole, English and the Hakka dialect. 
Traditional Chinese cultural influences, such as temples, associations, newspapers and schools 
have been successful in Mauritius.
The Chinatown of Mauritius is in the capital, Port Louis. Two Chinatown gates were 
established on Royal Road, the community’s main street. In this Chinatown, there are many 
Chinese restaurants and stores, such as general shops, drug stores and tour companies. An 
important function of Chinatown is to form the center of traditional Chinese culture, as well as the 
commercial hub for the local people in Mauritius.
（YAMASHITA, Kiyomi, Professor, Department of Geoenvironmental Sciences, 
Faculty of Life and Environmental Sciences, Tsukuba University）

